
●令和３年７月１日発行／発行所・蕨市役所
●６月１日現在人口：75,889人  前月比  ＋42人
　世帯数：40,401　　   人口密度：14,851人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢
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～今月の表紙～　塚越小わらびりんご
　市内各地でわらびりんごの収穫が進み

（関連９㌻）､ 塚越小学校でも､ 園芸委員
がたわわに実るリンゴをもぎ取りました。

～今月の特集～
◦新型コロナワクチン接種………２
◦検証　市長マニフェスト………４
◦交通ルールの再確認を…………６



　２、３㌻では、新型コロナワクチンの接種
に関連した情報を紹介します。なお、最新情
報は市ホームページをご確認ください。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

一
般
市
民（
64
歳
以
下
）に
対
象
拡
大

　

蕨
市
で
は
、
医
療
従
事
者
や
高

齢
者
な
ど
に
続
き
、
基
礎
疾
患
の

あ
る
か
た
や
高
齢
者
施
設
等
で
働

く
か
た
の
申
請
者
に
つ
い
て
も
接

種
を
進
め
て
い
ま
す
（
蕨
市
の
接

種
状
況
は
下
欄
）。

　

そ
し
て
６
月
下
旬
に
は
、
60
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
か
た
に
接
種
券

を
送
付
。
７
月
以
降
に
は
、
そ
の

他
の
年
齢
の
か
た
に
順
次
送
付
す

る
予
定
で
す（
上
表
）。
お
手
元
に

届
き
し
だ
い
希
望
さ
れ
る
か
た
は

予
約
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
３
か
所
で
集
団
接

種
を
実
施
す
る
な
ど
着
実
に
推
進

し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
円

滑
に
接
種
で
き
る
よ
う
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

接種券送付スケジュール（６月23日現在）

蕨市の接種状況（６月23日現在）

　ワクチンの接種状況は上表のと
おり。なお、最新情報は市ホーム
ページを御覧ください。

 対象 接種人数 接種率

65歳以上の
高齢者

１回目：7,962人 約44％

２回目：2,856人 約16％

市内全体 
１回目：9,998人 約14％

２回目：4,441人 約６％

市民体育館の集団接種の様子

59
歳
以
下
の
か
た
に
接
種
券

今
月
上
旬
か
ら
順
次
手
元
に

年齢区分 送付日（予定）

55～59歳 ７月１日（木）

50～54歳 ７月５日（月）

45～49歳 ７月７日（水）

40～44歳 ７月９日（金）

30～39歳 ７月12日（月）

12～29歳 ７月14日（水）

●接種の詳細・集団接種の予約につ
いて＝蕨市コールセンター（緯050・
5577・3712）
●その他について＝蕨市新型コロナ
ウイルスワクチン接種事業プロジェ
クトチーム（緯0570・550・443）

※ ※６月30日時点で12歳に達した児童
に送付します｡
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実施日＝土曜日（午前10時～午
後５時半）

東公民館
（塚越３-19-13）

予約方法（電話またはインターネット）

接種会場

各種問い合わせ先

電話／集団接種＝蕨市コールセンター（毎日　午前９
時～午後５時　緯050・5577・3712）
個別接種＝市内医療機関｡ なお、コロ
ナワクチンナビでは医療機関の予約受
付状況が確認できます。

　集団接種または個別接種のいずれかの方法で接
種できます。必ず事前に予約してください。
集団接種（特設会場）＝下記のとおり

個別接種＝市内医療機関。詳細については、コロ
ナワクチンナビまたは蕨市コールセンター（緯
050・5577・3712）でご確認ください。

●ワクチンの副反応に関すること＝埼玉県専門相談
窓口（毎日　24時間　緯0570・033・226）
●ワクチン全般について＝厚生労働省コールセンタ
ー（毎日　午前９時～午後９時　緯0120・761770）

インターネット（予約システム）
＝右の二次元コ
ードを読み取り
後、予約をして
ください。

実施日＝日・木曜日（午前９時
～午後４時半）、土曜日（午前
10時～午後５時半）

保健センター
（北町２-12-15）

実施日＝月曜～木曜日（午前10
時～午後５時半）

市民体育館
（北町１-27-15）

●新型コロナの受診・相談体制＝県民サポートセンタ
ー（毎日　24時間　緯0570・783・770）、蕨戸田市医
師会新型コロナウイルス相談センター（月～土曜日　
午前９時～午後５時　緯080・2365・8713）

　予約日、時間、会場をしっ
かりと確認（予約がないと接
種が受けられません）

Check１ 予約内容
　ワクチン接種券、予診票、
本人確認書類の３点（予診票
は事前に記入してください）

Check２ 持ち物
　服装は肩を出しやすいもの
（注射は肩にするためスムー
ズに接種できます）

Check３ 服装
接種当日の３つの確認事項

　集団接種において、予約の時間よりも早く来場すると、会場内が混み合い、「密」になってしま
います。予約時間の範囲内にお越しください。ご協力お願いします。

来場時間に関するお願い

　これまでは保健センター３階で実施していましたが、今月から接種会場が市立病院１階に変更と
なります。お越しの際はご注意ください。詳細＝同病院（緯432・2277）

市立病院（個別接種）接種会場の変更
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４
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
50

項
目
あ
り
ま
す
。
こ
の
１
年
間
で

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
や

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
第
三

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

公
園
遊
具
の
計
画
的
な
改
修
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
進
め
、「
実

施
済
み
」
は
10
項
目
増
の
24
項
目

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

蕨
駅
西
口
再
開
発
の
推
進
な
ど
の

「
一
部
実
施
・
着
手
」
が
19
項
目

と
、
実
施
済
み
と
着
手
を
合
わ
せ

て
達
成
率
が
86
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
。
今
後
も

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
円
滑
な
推

進
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し

つ
つ
、
住
み
よ
い
蕨
の
ま
ち
づ
く

り
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　防災行政無線は以前より聞こえ
やすくなったと妻と話しています。
また、音声だけでなくメールなど
で情報を入手できるようになった
のはいいことですね。引き続き防
災対策をはじめ、安全で安心して
暮らせるまちづくりを期待します。

　小学生の娘は授業でパソコンに
触れる機会が増え、上手な使い方
を学んでいるようです。自分専用
の端末があると、万一休校になっ
ても安心ですね。これからも時代
の変化に対応しつつ、伸び伸びと
個性を育む教育をお願いします。

安全で暮らしやすい蕨を時代に沿った教育に期待

駒
こま

崎
ざき

 健
けん

一
いち

 さん
中央７丁目

松
まつ

原
ばら

 ますみ さん
錦町２丁目

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
を
導
入
し
た
ほ
か
、

メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
情
報
を
配
信

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
、
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
整
備
を
前
倒
し

防災行政無線
デジタル化

学校ICT
の整備

〈
検
証　

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〉

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
の
実
現
へ

｢
あ
っ
た
か
市
政｣

着
実
に
前
進

　

賴よ
り

髙た
か

英ひ
で

雄お

市
長
が
４
期
目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
、
２
年
が
経
過
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
お
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

実
施
済
み
と
着
手
合
わ
せ
て

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達
成
率
86
％

86
％達成率

マニフェスト実施状況（50項目）
◎：実施済み　　　　　24項目
○：一部実施・着手　　19項目
△：検討中　　　　　　 ７項目
★：変更　　　　　　　 ０項目

※�５㌻の赤字マークは新たに「実施済み」、
「一部実施・着手」になった項目

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
と
懇
談
を
す
る
賴
髙
市
長

第２
ステージ
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　これまでは南町の地域包括支援
センターにお世話になっていまし
たが、新たに塚越地区に施設がで
き、便利になりましたし、心強い
ですね。今後はセンター内で介護
予防教室などが計画されているそ
うなので、ぜひ参加したいです。

　家族で市民公園をよく利用して
います。自然のぬくもりを感じな
がら遊べる木製の遊具は、子ども
にとって貴重なので、安全性を考
慮してリニューアルするのはうれ
しいことです。小学生の娘も今か
ら完成を心待ちにしています。

心強い包括支援センター今から楽しみ新たな遊具

栁
やなぎ

田
だ

 五
ご

郎
ろう

 さん
塚越１丁目

三
み

室
むろ

 英
え

里
り

奈
な

 さん
塚越５丁目

今
年
４
月
、
塚
越
２
丁
目
に
開
設
し
た

第
三
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

公園遊具
の改修

　消防署塚越分署の建替えが完了し、昨年８月から供用
開始。また、デジタル化した防災行政無線の本格的な運
用により、メールなどの配信サービスを開始しました。

〇 市民サービスや防災機能を高める市役所庁舎の建替え
◎ 消防署塚越分署の建替え
◎ 防災行政無線のデジタル化
◎ 蕨駅のホームドア整備
◎ 荒川決壊時の想定浸水深を電柱に表示
◎ 危険なブロック塀等撤去工事への補助
△ 自主防災組織への支援強化
〇 上下水道の耐震化と長寿命化の計画的推進
〇 小中学校への災害時用応急給水栓の設置
◎ 高齢者運転免許返納者への支援

１. 安全で安心できるまち蕨

　今年４月、塚越地区に地域包括支援センターを開設し、
よりこまやかな高齢者支援を行っているほか、手話言語
条例を制定し、手話への理解、普及促進を図っています。

△ 超高齢社会に対応した地域包括ケアシステムの構築
〇 将来構想にそった市立病院の充実・発展
◎ 塚越地区に第３地域包括支援センター設置
◎ 健康長寿蕨市モデル事業の更なる推進
◎ 受動喫煙防止対策の推進
◎ 手話言語条例の制定
〇 障害者入所施設の広域的検討と暮らしの場確保策の検討
◎ 中央公民館、西公民館にエレベーター設置
△ 高齢者等宅のごみ戸別収集の実施

３. みんなにあたたかく健康に暮らせるまち蕨

　今年度、市民公園の木製複合遊具の改修工事を実施す
るとともに、道路照明灯のＬＥＤ化を一気に進めます。

◎ ぷらっとわらびのルート拡充
〇 都市計画マスタープランの策定
〇 子ども達が自由に遊べるプレイパークの場の確保
◎ 公園遊具の計画的な改修とリニューアル
〇 錦町土地区画整理事業の推進
〇 中央第一地区まちづくり事業の推進
◎ 道路照明灯のＬＥＤ化

５. 環境にやさしく暮らしやすいまち蕨
　市税収納率の更なる向上を目指し､ コールセンターの
設置など財源確保に向けた取り組みを推進しています。

◎ 市ホームページのリニューアルによる魅力発信
◎ 人口減少社会に対応した蕨市総合戦略の推進
〇 協働事業提案制度を活かしたまちづくりの推進
〇 三世代ふれあい家族住宅取得支援事業の延長
〇 多文化共生のまちづくりの推進
〇 土地開発公社の経営健全化の推進
○ 市税収納率の更なる向上による財源確保

６. みんなで創る未来に飛躍するまち蕨

　児童生徒１人１台のパソコン整備の実施など学校ＩＣ
Ｔ環境の向上に加え、英語教育の充実も推進。また、子
ども家庭総合支援拠点を今年４月に開設しました。

○ 18歳までのこども医療費無料化（入院）
◎ 認可保育園の更なる増設
◎ 学童保育室の更なる増室
△ 学童保育室の学校休業時の開始時間の繰上げ
◎ 子ども家庭総合支援拠点の整備
○ 学校トイレの計画的改修
○ 小中学校体育館へのエアコン設置
◎ 学校ＩＣＴ環境の整備
　 （教育用タブレットや校内無線ＬＡＮなど）
◎ ＡＬＴ増員や英検受験料補助など英語教育の充実

２. 子ども達の笑顔と未来輝くまち蕨

　蕨駅西口再開発事業は、昨年８月に県から組合設立認
可を受け、大きな節目を迎えました。引き続き、組合と
連携し、工事着手に向けて取り組みを進めていきます。

○ 蕨の玄関口にふさわしい蕨駅西口再開発の推進
　 （おしゃれな店舗、図書館、行政センターなど）
△ 中心市街地活性化基本計画の着実な推進
◎ 双子織など蕨ブランドの更なる強化
〇 音楽によるまちづくり（わら音）の推進
◎ 河鍋暁斎記念美術館と連携したまちづくりの推進
△ 商店リニューアル助成制度の創設
◎ 商店街街路灯の電気料補助率100％への引き上げ
△ マッチングサイトやサブリース事業による空き店舗対策の推進

４. 元気な商店街・にぎわいあふれるまち蕨

地域包括
の増設

全5
0項
目

市長
マニ
フェ
スト

現
在
の
市
民
公
園
の
木
製
複
合
遊
具
。

今
月
着
工
し
、
秋
に
完
成
予
定
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ほ
ん
の
一
瞬
の
不
注
意
で
け
が

を
負
い
、
最
悪
の
場
合
に
は
命
を

も
落
と
す
交
通
事
故
。

　

市
内
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

交
通
関
係
団
体
、
警
察
・
行
政
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
き
た

交
通
安
全
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

昨
年
1
年
間
の
人
身
事
故
の
件
数

は
１
０
８
件
と
、
５
年
前
と
比
較

し
て
約
半
分
と
な
る
な
ど
、
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）。

　

し
か
し
、
県
全
体
で
は
今
年
５

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
人
出
が

増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
を
大

き
く
上
回
る
事
故
が
発
生
し
、
死

亡
事
故
の
件
数
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
悲
惨
な

事
故
を
１
件
で
も
減
ら
す
た
め
、

歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
の
そ

れ
ぞ
れ
が
守
る
べ
き
交
通
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め

て
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で

す
が
、事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

歩
行
者
も
手
を
上
げ
る
な
ど
、
横

断
歩
道
を
渡
る
意
思
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
間

で
は
自
動
車
は
自
身
の
ラ
イ
ト
と

対
向
車
の
ラ
イ
ト
が
交
錯
す
る
と
、

よ
り
安
全
な
ま
ち
へ

　地域が一体と なった取り組み
が実を結び、減 少傾向にある交
通事故。今後も 事故を減らすた
め、あらためて 交通ルールやマ
ナーについて確 認しましょう。

市
内
の
人
身
事
故
発
生
件
数

５
年
前
と
比
べ
て
約
半
分
に

交
通
事
故
未
然
防
止
の
た
め

歩
行
者
か
ら
も
ア
ピ
ー
ル
を

～
歩
行
者
編
～

0

50

H27 H28 H29 H30 R2H31・R1

100

150

200

250
件・人

市内の交通事故発生状況

人身事故件数 負傷者数

この先も守りたい
　子どもたちの笑顔

蕨市交通安全指導員

小
こ

林
ばやし

 友
とも

也
や

 さん

　交通安全指導員になって14年目です。立哨
しょう

指導を行う市立図書館前の道路は交通量が多
いので、青信号でもしっかり左右の確認を呼
びかけています。当初は自転車利用者の信号
無視や右側走行が見受けられましたが、「児童
が見てますよ」と、注意することで徐々に改

善されてきました。
これからも子どもた
ちの笑顔を守ってい
きたいですね。←
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間
に
い
る
歩
行
者
が
見
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
右

の
確
認
は
し
っ
か
り
と
。併
せ
て
、

明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
身
に

着
け
、
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

　

自
転
車
利
用
者
の
多
い
蕨
で
は

依
然
と
し
て
自
転
車
事
故
の
割
合

が
高
い
状
況（
上
グ
ラ
フ
）が
続
い

て
い
ま
す
。自
転
車
は
法
律
上
、自

動
車
と
同
じ「
車
両
」で
す
。
道
路

標
識
や
自
転
車
安
全
利
用
五
則
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う（
左
上
囲
み
）。

　

運
転
前
に
は
ブ
タ
ベ
ル
サ
ハ
ラ

（
※
）を
点
検
す
る
と
と
も
に
、
乗

車
時
に
は
、急
ハ
ン
ド
ル
・
急
ブ
レ

ー
キ
と
い
っ
た
動
作
を
避
け
、
い

つ
で
も
安
全
に
止
ま
れ
る
速
度
を

保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

自
転
車
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
の

半
数
以
上
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
の
時
期
は
雨
が
続
き
ま
す

が
、
傘
さ
し
運
転
は
動
作
が
不
安

定
に
な
り
、
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
固

定
し
て
も
、風
に
あ
お
ら
れ
た
り
、

他
人
に
危
害
を
与
え
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
近
年
、
自
転
車
事
故
に

よ
る
高
額
賠
償
請
求
事
例
が
全
国

各
地
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、

交
通
ル
ー
ル
再
確
認

　地域が一体と なった取り組み
が実を結び、減 少傾向にある交
通事故。今後も 事故を減らすた
め、あらためて 交通ルールやマ
ナーについて確 認しましょう。

頭
部
負
傷
に
よ
る
死
亡
防
ぐ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

～
自
転
車
編
～

←

市内の交通事故の状態別内訳
令和３年
（１月～５月）

自転車

二輪車

自動車

35.3％

20.6％

35.3％

歩行者

8.8％
自転車

二輪車

自動車

35.3％

20.6％

35.3％

歩行者

8.8％

5月26日に中央小学校で行われた自転車運転免許講習会（左）と交通安全教室（右）の様子。8㌻に児童の声を掲載

自転車の交通事故で亡
くなったかたの半数以
上が頭部に致命傷を負
っています。正しく着
用しましょう。

※自転車の点検項目／ブ：ブレーキ　タ：タイヤ　ベル：ベル　サ：サドル　ハ：ハンドル・反射材　ラ：ライト

８
㌻
へ
続
く

自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、

歩道は例外
②車道は左側を走行
③歩道は歩行者優先で、

車道寄りを徐行
④安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○�交差点での信号遵守と一時停止・�
安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用

※県内では自
転車の占める
割合は25.4％
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは
秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
ひ
な
人
形　

７
段
飾
り　

15
年
前

購
入　

取
り
に
来
て
く
れ
る
人
≲
服

部
・
緯
080
・５
１
１
３
・
６
３
４
４
≳

▼
イ
タ
リ
ア
仮
面
喜
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ　

８
月
15
日（
日
）　

午
後
２
時

く
る
る　

小
学
生
～
高
校
生　

先
着

30
人　

３
３
０
円　

申
し
込
み
＝
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｔ
ｃ
ｄ
１
．ｃ
о
ｍ
）

▼
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル　

８

月
１
日
～
11
月
23
日　

日
曜
日
ほ
か

全
10
回　
午
前
７
時
半　
富
士
見
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　
小
・
中
学
生　
先
着
40
人

４
０
０
０
円
≲
蕨
市
テ
ニ
ス
協
会・田

代
・
緯
070
・
６
４
６
０
・
０
１
９
３
≳

▼
蕨
断
酒
会（
語
ら
い
の
会
）　

８
日

（
木
）＝
中
央
公
民
館　

９
日（
金
）＝

南
公
民
館　

15
日（
木
）＝
旭
町
公
民

館　

午
後
７
時　

相
談
は
随
時
≲
大

住
・
緯
090
・
２
７
４
９
・
９
６
４
０
≳

　
▼
４
時
か
ら
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ　
第
１・２・

４
木
曜
日　
午
後
４
時　
下
蕨
公
民
館

月
２
４
０
０
円
（
体
験
１
回
５
０
０

円
）
≲
同
館
・
緯
441
・
１
５
６
０
≳

●
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
に
は
自

転
車
保
険
等
へ
の
加
入
を
義
務
と

し
て
い
ま
す
。
加
入
状
況
を
確
認

し
、
自
分
に
あ
っ
た
保
険
（
左
下

表
）
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
で
は
、
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
の
自
動
車
の
一
時
停
止

率
は
12
・
４
％
と
非
常
に
低
く
、

多
く
の
運
転
手
が
見
落
と
し
が
ち

で
す
。横
断
歩
道
で
の
減
速
義
務
・

一
時
停
止
義
務
な
ど
、
交
通
ル
ー

ル
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
動
体
視

力
の
衰
え
や
判
断
力
の
低
下
に
よ

り
、
長
年
、
無
事
故
無
違
反
だ
っ

た
人
で
も
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
家
族
や

警
察
な
ど
に
相
談
す
る
ほ
か
、
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納（
左
下
欄
）

に
つ
い
て
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ

さ
な
い
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。
自
動
車
に
自
分
の
意

思
を
示
し
た

り
、
急
な
方

向
転
換
を
避

け
た
り
、
歩

行
者
が
飛
び

出
し
て
く
る

想
定
を
し
た

り
と
、
一
人

ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を

行
い
、
交
通

事
故
の
な
い

ま
ち
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

見
落
と
し
が
ち
な
一
時
停
止

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先

歩
行
者
・
自
転
車
・
自
動
車
が

お
互
い
に
思
い
や
る
行
動
を

～
自
動
車
編
～

点検箇所を覚えたよ！
　自転車に乗る前の「ブ
タベルサハラ」のたいせ
つさを学びました。これ
からはお母さん任せにし
ないで、自分でしっかり
点検していきたいです。

中央小３年

志
し

賀
が

 茉
ま

尋
ひろ

 さん

自転車だって車の仲間
　自転車は便利だけど、
乗り方によっては危ない
思いをすることもあるの
で、一時停止や前後左右
の確認などを忘れないよ
うに気をつけます｡

中央小４年

増
ます

野
の

 晃
こう

太
た

郎
ろう

 さん

自転車講習会

参加児童の声

通い慣れた道でも
　過信にはご注意を

蕨警察署交通課

中
なか

村
むら

 裕
ゆう

嗣
じ

 課長

　市内での人身事故の発生件数は、昨年と比
べ約３割減少し、交通死亡事故「０」継続日
数は840日（６月22日現在）となっており、こ
れもひとえに日頃から皆さんが交通安全を心
がけている結果だと思います。ですが、油断
は禁物。交通事故原因の多くは安全不確認や
脇見運転です。通い慣れた道だからだいじょ
うぶ、いつも人は通らないから安心、などと
過信しないで常に道路の状況をよく確認する
ようにしてください。

　県では自転車事故を起こした際の被害者救済などを
図るため、自転車保険の加入を義務づけています。

問い合わせ＝安全安心推進課（緯430・7834）

入っていますか？自転車保険

ご検討ください　運転免許証の自主返納
　高齢者の運転免許証自主返納を促進するため、バス
回数券かタクシー券を交付する事業を実施しています。
対象＝運転免許証自主返納時に65歳以上で、返納後１
年以内に申請した市内在住の人

事故の損害を補償する自転車保険等の種類

個人賠償責任保険（自転車向け保険、自動車保険・火災
保険・傷害保険の特約)

団体保険（会社等の団体保険､ ＰＴＡの保険）

共済（全労済、市民共済など）

ＴＳマーク付帯保険

クレジットカードの付帯保険
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▼
パ
ル
レ
・
フ
ラ
ン
セ
（
フ
ラ
ン
ス

語
）
く
る
る　

２
０
０
０
円
～　

初

～
上
級
者
≲
荒
井
・
緯
070
・
１
３
０

５
・
４
４
７
０
≳

▼
ね
こ
の
み
み
（
お
話
し
で
交
流
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

≲
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≳

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≲
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≳

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料　

詳
し

く
は
同
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
≲
山
本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≳

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

年
中
～
小
学
生

月
１
５
０
０
～
２
０
０
０
円
（
未
就

学
児
は
年
２
０
０
０
円
）
活
動
時
間

は
確
認
を
≲
小
泉
・
緯
090
・
４
９
４

８
・
５
９
３
６
≳

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　
東
小
学
校
か
塚
越
小
学
校　
年

長
～
小
学
生　

月
２
５
０
０
円
≲
福

田
・
緯
090
・
６
０
４
０
・
１
０
６
０
≳

▼
わ
ら
び
錦
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

午
後
２
時　

西
小
学
校

未
就
学
児
～
小
学
生　

月
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円（
未
就
学
児
は
無
料
）

≲
鈴
木
・
糸
ｗ
ａ
ｒ
ａ
ｂ
ｉ
ｎ
ｉ
ｓ

ｈ
ｉ
ｋ
ｉ
＠
ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
．ｃ
ｏ
ｍ
≳

▼
蕨
ラ
グ
ビ
ー
教
室　

土
曜
日　

午

前
９
時　

東
小
学
校　

小
学
３
年
～

６
年
生　

月
２
０
０
０
円
≲
小
林
・

糸
ｙ
．
ｋ
ｏ
ｂ
ａ
ｒ
ｕ
ｇ
ｂ
ｙ
＠
ｇ

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
．
ｃ
ｏ
ｍ
≳

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
＆

ラ
ジ
オ
体
操　
絆
の
会　
月
・
水
・
金
曜

日　
午
前
６
時
15
分　
城
址
公
園
≲
平

田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≳

～わらびりんご豆知識～
・�錦町の農家、故吉

よし

澤
ざわ

正
しょう

一
いち

さんが約20年か
けて研究・開発を行い昭和56年に誕生
・�酸味たっぷりで商品化したサイダーやシ
ャーベットが人気（販売情報は来月号）

　園内にあるわらびりんごの木
をたいせつに世話してきた同園
自主管理団体。集まった12人は、
昨年を大きく上回る515個のリン
ゴを前に、喜んでいました。

　農家のかたが丹精込めて
育てた畑で、親子11人がリ
ンゴ狩りを満喫。

▲協力して次々袋に入れていきます

▲�段ボール箱がいっぱいに
なる大豊作でした

▲りっぱなリンゴにご満悦

▲�「たくさんあるね」
と出来ばえに笑顔の
６年生園芸委員

▲ �「私も採る！」と大
はしゃぎだった５年
生園芸委員

６/10 市内農家の畑（南町）

　日本一早く実がなる ｢わらびりんご」。市民の皆さんの協力の下、今年は約360㌕も収穫できました。
９㌻では、市内各地の様子をお届けします｡

▲

今
年
の
出
来
は
抜
群
で
す

▲

採
れ
た
て
の
リ
ン
ゴ
を
持
っ
て
決
め
ポ
ー
ズ

６/18

６/11

わらびりんご公園（錦町）

　「こんなに大きいのは
初めて」と業務員さんも
驚くなか、園芸委員11人
でリンゴをもぎました｡

塚越小学校

 ～地域の宝・広がる輪～

わらびりんごを収穫
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7/2（金）~8（木） 9（金）~15（木） 16（金）~22（木・祝） 23（金・祝）~29（木） 30（金）~8/5（木）
00 タウンタウンワイド

中央小の田植え体験
ぷちトマくらぶの収穫
塚越小の手話体験学習会
わらびりんご収穫

市政ガイド
新型コロナウイルスに係る

蕨市の対応について

タウンタウン

たんぽぽ保育園の
お店屋さんごっこ

オリンピック聖火リレー

市政ガイド
新型コロナウイルスに係る

蕨市の対応について

タウンタウン

エンディングノート制作
ボッチャ体験05 タウンタウンワイド

乳幼児がいる母親のための
私ケア事業

蕨市新庁舎建設工事起工式
乳幼児クラブ合同 七夕会

タウンタウン
わらびりんごで

ジャムづくり
10 特集・歴史民俗資料館

第32回平和祈念展
「東京オリンピック 1964
－蕨に聖火がやってきた－」

安全安心なまちづくり

犯罪のないまちを
目指して

～各種防犯対策を推進～

蕨市政なう！

日本一の
コンパクトシティ蕨へ

着実に前進
市長マニフェスト

15

20 音楽が響き渡るまち
311東日本大震災復興支援
チャリティーコンサート

美術探訪

河鍋暁斎記念美術館
蕨のお店をご紹介

ちょっと寄っ店「大和屋」
手話を学ぼう（第４回）

家族・「た行」編
採れたてスポット
地域の話題が

盛りだくさん
30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ45分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」７月の番組表CATV

都合により放映内容が変更となる場合があります　ご理解ご協力お願いします　詳細＝秘書広報課（緯433・7703）

　６月５日、くるるで「３１１東日本大震
災復興支援チャリティーコンサート」が開
催されました。今年はピアノデュオの演奏
に加えて、被災地の今を伝える写真の展示
も実施。会場に訪れた観客は美しく力強い
旋律に耳を傾けながら、一日も早い被災地
の復興を願っていました。

復興支援の演奏会を開催

　中央地区の３公民館は、ボランティアの
皆さんの協力の下、小学生が農作業体験を
行う「ぷちトマトくらぶ」を通年で開催して
います。６月12日は児童23人が２班に分か
れて、中央７丁目の菜園でダイコンとタマ
ネギを収穫。懸命に土から掘り出し、収穫
の喜びを味わっていました。

収穫「ぷちトマトくらぶ」

　６月11日、中央小学校の５年生59人が校
内の田んぼで田植えを体験しました。農業
の楽しさや大変さを知ってもらおうと毎年
行われているこの行事。児童たちは、泥だ
らけになりながら苗を植え、これからの稲
の生長と秋に予定している収穫への期待に、
胸を膨らませていました。

豊作願って田植えに挑戦

ま
ち
の
話
題

こ
こ
で
は
６
月
上
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す
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「
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
て
兄

の
陸り

く

と
い
っ
し
ょ
に
笑
顔
を
振

り
ま
い
て
い
る
岳
。
最
近
の
ブ

ー
ム
は
お
散
歩
で
、
花
や
乗
り

物
な
ど
を
見
か
け
る
た
び
に
指

を
指
し
て
覚
え
た
て
の
言
葉
で

教
え
て
く
れ
ま
す
。
大
好
き
な

電
車
が
通
っ
た
ら
手
を
振
っ
て
、

警
笛
を
鳴
ら
し
て
も
ら
え
た
ら

大
興
奮
。
そ
の
姿
に
私
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。岳
に
は
、こ
れ

か
ら
も
笑
顔
で
、
周
り
を
明
る

く
す
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
美
鳥
さ
ん
。

岳
がく

ちゃん（１歳11か月）

川
かわ

村
むら

 　亮
りょう

さん

　　 美
み

鳥
か

さんの 二男
南町１丁目

前
市
長

田
中
啓
一
さ
ん
永
眠

　前蕨市長で名誉市民の田
た

中
なか

啓
けい

一
いち

さんが、
６月21日、死去されました。享年96歳。故
田中啓一さんは昭和50年から平成19年まで
８期32年間、市長を務めました。なお、故
人をしのび、７月16日に市民会館で市民葬
を行います（一般献花は午前11時から）。

138

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は１日です。
８月は５日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

蕨市電子商品券事業
「織りなすカード」を開始！
コロナに負けない元気な蕨へ

　

全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
１
人

３
０
０
０
円
の
電
子
商
品
券
を
支

給
す
る
蕨
市
電
子
商
品
券
事
業
が
、

い
よ
い
よ
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
名
称
は
、
蕨
の
伝
統
織
物

で
あ
る
「
双ふ

た

子こ

織お
り

」
の
よ
う
に
、

市
民
と
事
業
者
が
、
た
て
糸
と
よ

こ
糸
の
よ
う
に
交
わ
り
、
心
を
通

わ
せ
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
「
織お

り
な
す
カ

ー
ド
」
と
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
連
携

し
た
地
域
活
性
化
・
消
費
者
応
援

事
業
を
行
い
、
大
き
な
効
果
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
は
、

カ
ー
ド
を
お
店
に
提
示
す
る
だ
け

で
使
え
る
た
め
、
ス
マ
ホ
を
持
っ

て
い
な
い
方
で
も
、
気
軽
に
利
用

で
き
ま
す
。
使
え
る
お
店
は
、
地

元
の
小
規
模
事
業
所
を
支
援
す
る

た
め
、
大
型
店
、
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
を
除
く
市
内
登
録
店
舗
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
６
月
24
日
現
在
で

３
０
２
店
舗
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
増
え
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
、

「
織
り
な
す
カ
ー
ド
」
を
ご
利
用

い
た
だ
き
、
市
内
の
素
敵
な
お
店

を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
し
、こ
の
事
業
を
通
じ
て
、

全
て
の
家
計
と
市
内
事
業
所
を
応

援
し
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
元
気

な
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　６月14日、塚越小学校で、聴覚障害者協
会のろう者のかたを講師とする手話体験学
習会が開かれました。クイズで手話に親し
み、簡単な挨拶を学んだ後は、代表者が舞台
に上がり自己紹介に挑戦。日常生活につい
ての質問も行われ、参加した４年生59人は、
手話やろう者への理解を深めていました。

手話を通じろう者と交流
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広
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八
四
九
号　

令
和
三
年
七
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

学
を
楽
し
ん
で
興
味
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

す
の
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
公

民
館
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
科
学

の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
棚
橋
洋
三

さ
ん
（
77
歳
・
錦
町
２
丁
目
）
で

す
。
レ
モ
ン
を
電
池
に
し
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
光
ら
せ
た
り
、
ビ
ー
玉
で
顕

微
鏡
を
作
っ
た
り
な
ど
、
身
近
に

あ
る
も
の
で
実
験
を
す
る
教
室

（
お
知
ら
せ
版
８
㌻
）
は
、
毎
年

大
人
気
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
出
る

ほ
ど
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

40
年
以
上
前
か
ら
個
人
塾
を
開

き
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
勉
強

を
教
え
て
い
た
棚
橋
さ
ん
。
知
り

合
い
に
誘
わ
れ
、
西
公
民
館
の
ス

タ
デ
ィ
ル
ー
ム
で
宿
題
を
教
え
始

め
ま
し
た
。
子
ど
も
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
自
作
し
た
道
具
や
プ
リ

広
報
紙
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

科学体験教室　講師

棚
たな

橋
はし

 洋
よう

三
ぞう

 さん

「

科

わっと驚く楽しい科学体験を

ン
ト
を
使
っ
て
「
な
ぜ
？
」
を
解

消
す
る
教
え
方
は
分
か
り
や
す
い

と
評
判
に
な
り
、
参
加
者
が
一
つ

の
部
屋
に
収
ま
ら
な
い
ほ
ど
の
大

盛
況
に
な
る
こ
と
も
。
そ
の
腕
を

買
わ
れ
、
同
公
民
館
で
科
学
体
験

教
室
の
講
師
を
始
め
ま
し
た
。

　

棚
橋
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
教
え

子
た
ち
の
姿
か
ら
、
体
験
を
通
じ

て
科
学
の
楽
し
さ
に
気
づ
け
ば
、

自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん

で
く
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

興
味
を
引
く
た
め
に
身
近
な
も
の

で
驚
き
を
与
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
を

考
え
、
実
験
の
装
置
は
全
て
手
作

り
し
て
い
ま
す
。
と
き
に
は
深
夜

ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
「
み
ん
な
の
喜
ぶ
顔
を
思
え
ば

大
変
で
は
な
い
で
す
ね
」
と
、
に

っ
こ
り
。
そ
ん
な
棚
橋
さ
ん
の
教

室
に
は
、
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
に

触
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
過
ご

す
に
は
遊
び
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と

も
大
事
で
す
ね
」
と
話
す
棚
橋
さ

ん
。
現
在
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自

由
な
遊
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る

「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
の
手
伝
い
も
す

る
な
ど
活
躍
の
幅
を
広
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

の
不
思
議
を
解
き
明
か
す
、
楽
し

い
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
に
好
奇

心
の
種
を
ま
い
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

「原動力は子どもたちの笑顔です」と棚橋さん

Kawanabe
yosa

i

　「
狂き

ょ
う

斎さ
い

」
時
代
の
暁
斎
が
、
こ
と

わ
ざ
に
絵
を
付
け
て
小
判
錦
絵
（
小

型
の
多
色
摺ず

り

木
版
画
）
と
し
て
出
版

し
た
「
狂
斎
百
図
」
は
、
姿
や
形
を

変
え
な
が
ら
明
治
20
年
代
ま
で
出
版

さ
れ
続
け
、
江
戸
・
東
京
の
庶
民
に

広
く
愛
さ
れ
ま
し
た
。こ
ち
ら
の「
す

ず
め
踊
り
」
は
「
雀す

ず
め

百
ま
で
踊
り
は

忘
れ
ぬ
」
の
こ
と
わ
ざ
を
表
し
て
お

り
、
物
語
『
舌
切
り
雀
』
に
登
場
す

る
お
じ
い
さ
ん
が
、
江
戸
時
代
に
流

行
し
た
「
す
ず
め
踊
り
」
の
衣
装
を

ま
と
っ
た
雀
た
ち
か
ら
歓
待
を
受
け

る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.62─

暁斎筆「狂斎百図」より「すずめ踊り」部分
文久3年-慶応2年（1863-66）若与板　大判錦絵

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり

詳しい内容は
美術館のホー
ムページをご
参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝火曜日、木曜日、毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※�65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証
　　　　　　をご提示ください

詳　細＝同館（緯441・9780）

ひと

河鍋暁斎記念美術館　開催中
｢暁斎が描くいきもの―写生から戯画へ―」展　同時開催
特別展 ｢華やかな『暁斎楽画』の世界―複製本より―」展


